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「市⺠はだれでも各々が希求するような形式で
スポーツやプレイを⾏う権利を有する」
ーヨーロッパスポーツ憲章 1975年ー

Sports and Health for All
スポーツ・フォア・オール

・スポーツを通じて⽣き⽣きとした、健康で明るい
ゆとりのある社会の創出



#1 Issues: ⽇本におけるスポーツ施設の現状

#2 Design: オープンスペースをスポーツの場に

#3 Process: 健康・スポーツのつながりをつくる



・Japan: ⼈⼝減少と⾼齢化社会

© Statistics Bureau of Japan資料に加筆

Fig.1 日本の人口増減 Fig.2  日本の人口ピラミッド
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スポーツ施設のストックマネジメントと再整備コスト
・187,184：⽇本国内のスポーツ施設(29,640：プール, 41,682：体育館, 38,173：複合施設)
・Issues: 再整備とマネジメントコスト

© スポーツ庁資料より転載



©https://www.tangeweb.com

⽼朽化が進み課題が⼭積みのスポーツ施設
・過去16年間に23%のスポーツ施設が消滅 ・ハード施設の整備や維持に偏重

©https://mainichi.jp/articles/20210928/ddl/k37/040/438000c

©https://www.kobe-np.co.jp/news/miki/202103/0014159499.shtml

©https://kahoku.news/articles/20220617khn000032.html

©https://izumo-unnan.goguynet.jp/2020/01/20/izumoshi_taikukan/



スポーツ基本計画（スポーツ庁）では

© Japan Sports Agency

#多機能性
#サステナブル
#多様なスポー
ツ・コミュニ
ティ
#Tokyo2020の
レガシー

Active Cityや
Design
の動きはない



スタジアム・アリーナ v.s. コミュニティスポーツ施設？
・世界のトレンドは⼤規模なスポーツ施設（スタジアム・アリーナ）から

より、多様なコミュニティスケールの健康・スポーツ施設へ
・コンパクト、多機能、地域性

© IAKS sb magazineより転載

v.s. 



#1 どこで健康・スポーツに取り組むのか？
（徒歩圏に⾃由に体を動かせる場所はある？）

#2  スポーツ施設は社会インフラか？
（スポーツ施設は何のためにあるのか？）

#3  誰と健康・スポーツを⾏うのか？
（友達？家族？スポーツのつながり？）

Questions



作成： スポーツイングランド(2015)
特徴：・政府外公共機関がイングランド公衆衛

⽣サービス(Public Health England)と協働
・アクティブデザインの10原則を提唱

構成：(1)イントロダクション
(2)アクティブデザイン10原則
(3)アクティブデザインの使い⽅
(4)事例 -導⼊、経過とその効果-

概要：イングランドでは⼥性の2⼈に1⼈、男性の3
⼈に1⼈は⼗分な⾝体活動を⾏なっておらず、それら
の⼈々がよりアクティブな⽇常⽣活を送ることによ
り年間74億ポンドの国⺠健康保険が削減できること
を背景としている。積極的な都市・環境デザインか
ら、より活動的で健康的なライフスタイルの形成を
⽬的とし、前半ではアクティブデザインの10原則を
説明、後半ではそれらと関連づけて事例を紹介して
いる。

出典：Active Design, Sports England, 
https://www.sportengland.org/media/3426/spe003-active-design-published-october-2015-email-2.pdf

①健康都市のビジョン-ACTIVE DESIGN（スポーツイングランド）

https://www.sportengland.org/media/3426/spe003-active-design-published-october-2015-email-2.pdf


アクティブ デザイン ガイドライン ACTIVE DESIGN

作成：ニューヨーク市(2010)

特徴：
・市⻑を中⼼に分野横断的な検討体制
(建築・デザイン、健康、交通、都市計画の各局と協働)  
・各章にチェックリストを付属することにより課題や

解決⽅法を明確化

構成：
(1)環境デザインと健康-過去と現在
(2)都市デザイン-活動的な都市を創造する
(3)建築デザイン-⽇常的な⾝体活動を誘発する
(4)ユニバーサルかつ持続可能なデザイン-相乗効果

概要：都市デザインは市⺠の健康増進に⼤きな影響⼒があ
る。現在の運動不⾜・肥満等の健康課題を都市デザインか
ら積極的にアプローチしていくために空間の理論的分析や
明確なビジョンを⽰している。

出典：ACTIVE DESIGN GUIDELINES, NY市, 
https://centerforactivedesign.org/dl/guidelines.pdf

②健康都市のビジョン-ACTIVE DESIGN

参考：ニューヨーク市アクティブデザインガイドラインの展開ガイドラインの実装化に着⽬して
⻑村佳⼦, 福岡 孝則、都市計画報告集

https://centerforactivedesign.org/dl/guidelines.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E9%95%B7%E6%9D%91+%E4%BD%B3%E5%AD%90
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E7%A6%8F%E5%B2%A1+%E5%AD%9D%E5%89%87


IAKS Study Trip 2023 ⽇本から世界に発信
#暫定空間、インクルーシブデザイン #Tokyo1964 のレガシー

#サステナブルなスポーツ施設

#自然とスポーツ、武道#オープンスペースの活用

#コンパクト、多機能性

©Xiborg



#1 Issues: ⽇本におけるスポーツ施設の現状

#2 Design: オープンスペースをスポーツの場に

#3 Process: 健康・スポーツのつながりをつくる



健康都市のモデル-ACTIVE CITY  by TAFISA

© https://www.youtube.com/watch?v=7Z_EWOnLIk8&t=157s より転載

https://www.youtube.com/watch?v=7Z_EWOnLIk8&t=157s


・都市内のあらゆるオープンスペースを健康・スポーツの場に
・オープンスペースを基軸に都市の再⽣・再編集

オープンスペースから健康・スポーツ都市をつくる?

水辺
公園

空き地・未利用地
屋上空間

公開空地・広場

駐車場

道路・歩行空間

オープン

スペース

現在の都市

スポーツ空間としての

都市の可能性

© Fukuoka© Fukuoka

文化的な都市

減災

ソフトインフラ

生活の質

健康な都市

ウォーカブル

生物多様性



アクティブデザインの事例：オープンスペースを活かした
スポーツの場づくり

© By & Havn / Peter Sørensen og COAST / Rasmus 
Hjortshøj

Photo:SINAI

Photo: Peter 
Cralke

⽴体駐⾞場の屋上・側⾯
をトレーニング施設へ 防⾳壁をクライミ

ングウォールへ

鉄道を⾼架化し
⾼架下をオープ
ンスペースへ

⼩さな空き地をネットを活⽤し
て多様なスポーツ空間へ



Before After
Courtyard HIROO, Tokyo

・駐⾞場と官舎跡地を多機能を持つ場に再整備
・持続的に健康な場所をつくるためのプレイスメイキング

⺠地の駐⾞場を健康・スポーツの場に変える



Courtyard HIROO, Tokyo

Create Setting for People
・アウトドアフィットネスとオープンスペースがキーワード
・多様な活動とプログラムを計画設計期間段階から事業者と議論

Courtyard HIROO 

Built in 1968

© debual + FdL



体を動かしたくなるような場所をつくる



民地を‘半分ひらき’時には健康・スポーツの場に



・年間20,000 ⼈の訪問者に合わせた場所のマネジメントとは?
場所の編集: ⼈と場所をつなげるには？

#アート、⾷, ファッション…
活動を混ぜ合わせる

#⺠間の事業者が場所の
価値を⾼める

#First Friday 1/month
#オープンスペースを

核にした場づくり



01　ユリノキ通りからスポーツフィールドを見る

■スポーツエリアのパース

公⺠連携で【すべてが公園のようなまち】をつくる
・22ha の敷地：都市公園（運動公園）を核にした都市の再整備
・駅, 商業Commercial Area, Streets, Sports Park, planned with integrated approaches
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公⺠連携で【すべてが公園のようなまち】をつくる

#ウォーカブルシティ
#道路を歩⾏空間に
#駅から川までの動線
#公園街区

14 のオープンスペース
7 ⺠地
7 公園
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運動公園

商業施設

道路→歩行空間

公⺠連携で【すべてが公園のようなまち】をつくる



25
© 町⽥市・東急電鉄http://minami-machida.town

⽇本の運動公園
・運動公園は全国に829箇所 (合計⾯積: 12,874ha, 平均⾯積：15.5ha)
・施設の⽼朽化、付帯設備の不⾜、施設・公園マネジメントの形骸化
・競技スポーツ施設主体の公園が多く、【すべての⼈が健康・スポーツを楽しめる場】
になっていない

Before 鶴間公園再整備前
(野球とサッカーの練習場)

400m

400m X 829
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© 町⽥市・東急電鉄http://minami-machida.town

運動公園をひらく（鶴間公園）



© 町⽥市・東急電鉄

アクティブデザインをコンセプトにした運動公園
・Active Designの実装, 利⽤者が⾃然に動き, 歩き, 体を動かして遊べる場所へ
・Active Designを意識した公園マネジメント：公園 x スポーツのマネジメント



28
© 町⽥市・東急電鉄http://minami-machida.town

Active Designをコンセプトにした運動公園とは？
・#⽇常的に多様な活動を許容する場のデザイン #機能をかけあわせる
・#シームレスな動線計画 # 地域とつなげる
アスリート x スポーツを楽しむ市民 遊び場 x  居心地良く滞在する場所 テニス x カフェ・レストラン

スポーツを眺める場所 スポーツ施設 x ランニング x 遊び場 公園 x 川



#1 Issues: ⽇本におけるスポーツ施設の現状

#2 Design: オープンスペースをスポーツの場に

#3 Process: 健康・スポーツのつながりをつくる



「⼈間はスポーツを⾏うことにより、⼈間が共同体を形
成して営んでいくことに必要な社会性を、⾃ずと⾝につ
けることができる」
ーハンス・グロルー

Sports and Health for All
スポーツ・フォア・オール

「運動施設には、多様なバックグラウンドの⼈たちが同
じ社会空間に集まって、競争や遊びや喜びをもたらす活
動を通じて、他の場所では得られない⼈間関係を築くこ
とを可能にする」
ーエリック・クリネンバーグー



・Active participation, Testing, Activity-driven Design, Bridge to Park Management
健康・スポーツの場の計画・設計・マネジメント

第1回

第一部：【現場体験】鶴間公園の「みどり」を知る
第二部：【意見交換】鶴間公園を語る
ゲスト講師： 西川博章/株式会社ラーゴ 

のワークショップ

第1回"みどり"のワークショップ
開催日時
2016年7月30日（土曜日）
場所
セミナープラス南町田/鶴間公園
参加人数
＜第一部＞ 41名　

＜第二部＞32名 

ゲスト講師
西川博章/株式会社ラーゴ 
植物社会学の理論を活かした生物多様性の保全を目指
す。
全国各地の植物調査・研究の他、滋賀県内ではレッド
データブック執筆、希少野生動植物種調査監視指導員、
大学の講師なども行う。ランドスケープに関する業務に関
わることもある。

WSの概要
西川さんを講師として鶴間公演を踏査しながら、公園の
みどりについて学びました。

＞現地踏査の様子 ＞現地踏査の様子

＞第一部の様子 ＞現況模型を囲む

＞講師が説明している様子 ＞講師が説明している様子

第3回

第一部：【デザイン提案】デザインレビュー
第二部：【意見交換】鶴間公園で健康になる
ゲスト講師： 黒野 崇/株式会社BEACHTOWN 

第3回"健康づくり"のワークショッ
プ
日程
2016年9月10日（土曜日）/11日
場所
セミナープラス南町田/鶴間公園

参加人数

＜第一部＞ 26名　
＜第二部＞雨天のため中止

ゲスト講師
黒野 崇/株式会社BEACHTOWN 代表取締役
大学時代、ライフセイビング活動で人命救助の基礎、安
全管理の重要性を学び、卒業後は病院に勤務。「なるべ
く病院に頼らない、薬に頼らない身体づくり」を提案する
予防医学の現場に長く携わる。そこで得た経験と、サー
フィンを通して知った「自然の中で身体を動かす心地よ
さ・楽しさ」の合致点を模索し、「アウトドアフィットネス」
という新しい領域を考案。

WSの概要
公園のデザインレビューを実施し、様々なコメントをい
ただきました。

※黒野さんのレクチャーは、雨天により
残念ながら中止となってしまいました。 ＞グループワークの成果

＞デザインレビューの様子

＞(イメージ写真）パークヨガ

＞(イメージ写真）早朝公園ヨガ

＞グループワークの様子

＞（イメージ写真）ノルディック
ウォーキング

＞デザインレビューの様子

＞（イメージ写真）ノルディック
ウォーキング
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観察する プログラムの実験 議論 将来の利用者が企画運営に取り組んでみる

YR 2016 YR 2017

計画段階 基本設計段階 実施設計段階 マネジメントへ



・すべての可能なアクティビティを場所に描き、計画設計段階に将来の利⽤者と議論する
将来の利活⽤を計画設計に統合する

利活用を設計段階で検討 活動の視覚化 スケジュール活動のイメージ 現在の公園



Active City
アクティブシティ

Active Design
アクティブデザイン

都市スケールのビジョンと敷地スケールの取り組みの
ギャップに橋をかけるには？

© Fukuoka

サステナブルな都市

スポーツ都市

健康な都市

みどりの都市

Vision 都市のビジョン

プレイスメイキング

スポーツコミュニティ

人をつなげる

公園マネジメント

Place 場所のデザインとマネジメント
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© 町⽥市・東急電鉄http://minami-machida.town

Thank You!

福岡孝則 tf206471@nodai.ac.jp

IAKS⽇本⽀部
https://iaks.sport/

https://iaks.sport/

